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特
集
　
自
治
体
史
編
さ
ん
の
現
在
―
参
加
と
活
用
の
新
し
い
取
り
組
み
―

丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん
事
業
の
現
状
と
課
題

成
田
　
雅
俊

は
じ
め
に

　

丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん
事
業
は
令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
）
に
事
業
着

手
し
、
令
和
一
〇
年
度
（
二
〇
二
八
）
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
早
く
も
本
年
度
で
折
り
返
し
と
な
る
五
年
目
を
迎
え
た
。
筆
者
は

全
体
計
画
案
が
作
成
さ
れ
た
翌
年
の
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
本

事
業
の
担
当
者
と
な
っ
た
。
過
去
に
文
化
財
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
経

験
は
あ
る
も
の
の
、
古
文
書
を
始
め
と
す
る
歴
史
資
料
（
以
下
「
資
料
」）

の
取
扱
経
験
は
ほ
ぼ
な
く
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
方
々
の
温

か
い
支
援
を
受
け
な
が
ら
何
と
か
進
め
て
き
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
着
手

す
る
前
後
の
状
況
か
ら
現
在
ま
で
を
整
理
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
　
丹
波
篠
山
市
に
お
け
る
歴
史
資
産
の
保
存
と
活
用

　

丹
波
篠
山
市
は
、
兵
庫
県
の
中
東
部
に
位
置
し
、
京
阪
神
か
ら
一
時
間

程
度
で
行
き
来
で
き
る
距
離
に
あ
る
。
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月

に
旧
多
紀
郡
四
町
（
篠
山
町
・
西
紀
町
・
丹
南
町
・
今
田
町
）
が
合
併

し
て
「
篠
山
市
」
と
な
り
、
さ
ら
に
令
和
元
年
五
月
に
「
丹
波
篠
山
市
」

に
市
名
変
更
し
た
。
人
口
は
約
四
万
人
、
面
積
は
三
七
七
・
五
九
ｋ
㎡
で
、

美
し
い
自
然
と
日
本
農
業
遺
産
に
選
ば
れ
た
丹
波
篠
山
黒
大
豆
を
始
め
と

す
る
豊
か
な
農
作
物
に
恵
ま
れ
、
ま
た
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
デ
カ

ン
シ
ョ
節
や
丹
波
焼
を
始
め
と
す
る
多
様
な
歴
史
資
産
を
有
す
る
町
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
市
内
に
あ
る
多
様
な
歴
史
資
産
を
保
存
・
活
用
す
る
取
組
は
、

平
成
一
一
年
の
合
併
以
降
、
加
速
度
的
に
増
加
す
る
。
城
下
町
と
宿
場
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町
・
農
村
集
落
の
２
地
区
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
、
八

上
城
跡
の
国
史
跡
指
定
、
史
跡
篠
山
城
跡
の
公
有
化
及
び
二
の
丸
・
内
堀

整
備
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
・
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
な
ど
の
策
定
、

そ
の
他
国
・
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
た
各
種
事
業
の
実
施
な
ど
、
旧
町

時
に
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
追
わ
れ
る
状
況
下
で
マ
ン
パ
ワ
ー
や
予
算
面

で
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
併
前
に
は
本
格
的
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
様
々
な
歴
史
資
産
を
保
存
・
活
用
す
る
取
組

を
進
め
て
き
た（

１
）。

特
に
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
篠
山
市
歴
史
文
化

基
本
構
想
策
定
後
は
、
行
政
主
体
の
取
組
ば
か
り
で
は
な
く
、
構
想
に
位

置
づ
け
た
集
落
や
地
区
等
を
主
体
に
し
た
地
域
史
編
さ
ん
や
歴
史
資
産
の

保
存
・
活
用
に
関
す
る
取
組
が
増
加
傾
向
に
あ
る（

２
）。

二
　
資
料
の
保
存
と
活
用
の
動
き

　

た
だ
し
、
古
文
書
を
始
め
と
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の
研
究

者
・
機
関
等
に
よ
る
調
査
や
古
典
音
読
会
の
開
催
な
ど
の
取
組
は
実
施
さ

れ
た
も
の
の
、
資
料
の
悉
皆
調
査
な
ど
と
い
っ
た
積
極
的
に
保
存
・
活
用

す
る
取
組
に
は
着
手
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
自
治
体
史
の
編
さ
ん
に
つ

い
て
も
、
合
併
前
に
旧
郡
町
村
で
編
さ
ん
さ
れ
て
い
た
が
、
丹
南
町
史
や

大
山
村
史
、
今
田
町
史
以
外
は
、
明
治
以
降
の
郡
町
村
誌
と
し
て
編
さ
ん

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
旧
多
紀
郡
全
体
の
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
通

史
及
び
資
料
を
ま
と
め
た
市
史
編
さ
ん
の
必
要
性
は
あ
っ
た
も
の
の
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
、
市
内
の
重
要
資
料
の
一
群
で
あ
る
市
立
青
山
歴
史
村
の
「
丹
波
篠

山
藩
青
山
家
古
文
書
」
の
本
格
的
な
調
査
・
修
復
に
着
手
す
る
だ
け
で
も
、

膨
大
な
時
間
と
人
員
、
予
算
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
先
ほ
ど

の
よ
う
な
様
々
な
歴
史
資
産
の
保
存
・
活
用
事
業
と
並
行
し
て
取
り
組
め

る
人
的
余
裕
が
な
い
こ
と
や
国
・
県
の
補
助
事
業
等
の
活
用
が
難
し
く
、

多
額
の
市
単
独
予
算
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
資
料
を

専
門
に
す
る
行
政
職
員
も
い
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
間
、
市
民
有
志
な
ど
か
ら
資
料
の
保
存
・
活
用
を
求
め
る
声
が
あ

が
り
、
歴
史
的
資
料
整
備
推
進
の
会
か
ら
の
歴
史
資
料
の
収
蔵
公
開
の
た

め
の
施
設
整
備
な
ど
に
関
す
る
要
望
や
市
議
会
で
市
史
編
さ
ん
着
手
を
求

め
る
一
般
質
問
な
ど
が
重
ね
ら
れ
、
市
内
部
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
二
月
の
一
般
質
問

で
「
市
制
三
〇
年
目
と
な
る
平
成
四
〇
年
（
令
和
一
〇
年
）
に
市
史
が
発

刊
で
き
る
よ
う
取
り
組
め
た
ら
と
考
え
て
い
る
」、
さ
ら
に
平
成
二
五
年

（
二
〇
一
三
）
九
月
の
一
般
質
問
で
「
当
面
は
中
央
図
書
館
（
以
下
、「
図

書
館
」）
を
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
四
〇
年
の
発
刊
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
く
」
と
い
う
市
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
市
の
考
え
が
示

さ
れ
る
中
、
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
図
書
館
で
は
将
来
的
な

市
史
編
さ
ん
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た

資
料
に
関
わ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
図
書
館

で
所
蔵
し
て
い
る
未
整
理
状
態
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
地
域
資
料
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や
旧
町
史
編
さ
ん
資
料
な
ど
約
五
〇
〇
〇
点
の
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
、

平
成
二
五
年
に
市
民
と
専
門
家
（
神
戸
大
学
）、
図
書
館
の
三
者
が
連
携

し
な
が
ら
「
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
（
以
下
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
」）」

を
結
成
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
資
料
に
興
味
関
心
の
あ
る
市
民
等

で
構
成
さ
れ
、
神
戸
大
学
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
図
書
館
所
蔵
の

郷
土
史
家
が
収
集
し
た
資
料
や
丹
南
町
史
編
さ
ん
時
の
資
料
な
ど
の
整
理
、

目
録
作
成
、
翻
刻
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
入
力
作
業
な
ど
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
以
降
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
熱
心
な
活
動
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
着
手
で
き
な
か
っ
た
資
料
の
保
存
・
活
用
が
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
継

続
的
に
進
め
ら
れ
、
人
材
を
育
成
す
る
場
と
な
っ
た（

３
）。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

丹
波
篠
山
市
に
お
け
る
資
料
整
理
・
調
査
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

な
り
、
後
の
市
史
編
さ
ん
事
業
で
も
大
変
大
き
な
力
と
な
る
。

三
　
市
史
編
さ
ん
事
業
の
実
施

（
一
）
令
和
元
年
度
の
取
組
～
全
体
計
画
の
検
討
～

　

そ
う
し
た
図
書
館
を
中
心
と
し
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、
平
成
三
〇

年
（
二
〇
一
八
）
九
月
の
一
般
質
問
で
「
市
制
二
〇
年
（
令
和
元
年
）
の

節
目
を
市
史
編
さ
ん
の
契
機
と
捉
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
す

る
市
の
考
え
が
示
さ
れ
、
令
和
元
年
度
か
ら
丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
が
つ
い
に
正
式
に
決
定
し
た
。

　

初
年
度
と
な
る
令
和
元
年
度
は
、
事
務
局
と
し
て
図
書
館
に
市
史
編
纂

担
当
を
置
き
、
館
長
と
臨
時
的
任
用
職
員
一
名
が
業
務
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
神
戸
大
学
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
先
進
地
で
あ
る
三
木
市
や

香
寺
町
な
ど
の
取
組
を
参
考
に
令
和
一
〇
年
度
ま
で
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
全
体
の
構
成
、
組
織
体
制
な
ど
の
検
討
を
す
す
め
、
令
和
二
年
三
月

の
定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
全
体
計
画
案
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

そ
の
全
体
計
画
案
で
は
、
令
和
元
年
に
市
制
二
〇
年
を
迎
え
、
新
た
に

丹
波
篠
山
市
と
し
て
歩
み
だ
し
た
こ
と
を
契
機
に
丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん

事
業
に
着
手
す
る
と
し
て
、
既
刊
の
町
史
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

市
内
外
の
研
究
成
果
や
今
後
取
り
組
む
新
た
な
調
査
研
究
成
果
を
踏
ま

え
、
丹
波
篠
山
市
の
歴
史
を
通
史
的
に
記
述
す
る
「
通
史
編
」、
地
域
に

眠
っ
て
い
る
資
料
を
市
民
と
共
に
調
査
研
究
し
て
編
さ
ん
す
る
「
地
域

編
」、そ
の
根
拠
と
な
る
有
形
・
無
形
の
資
料
を
ま
と
め
た
「
歴
史
資
料
編
」、

そ
し
て
「
概
要
版
」
や
「
紀
要
」
を
、
市
制
三
〇
年
と
な
る
令
和
一
〇
年

度
を
目
途
に
刊
行
す
る
と
し
た
。

（
二
）
令
和
二
年
度
の
取
組
～
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
展
開
～

　

初
年
度
に
作
成
さ
れ
た
全
体
計
画
案
に
沿
っ
て
、
令
和
二
年
度
か
ら
編

さ
ん
委
員
会
等
を
設
置
し
、
具
体
的
な
編
さ
ん
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
事
務
局
の
体
制
は
市
史
編
纂
担
当
係
長
一
名
を
置
き
、
館
長
と

共
に
業
務
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
に
述
べ
た
が
筆
者
は
、
令
和
二

年
度
か
ら
市
史
編
さ
ん
担
当
と
な
り
、
前
年
度
に
作
成
さ
れ
た
計
画
案
に

よ
り
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
資
料
調
査
等
を
中
心
に
次
の
大
き
な
課
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題
等
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。

　

１　

過
去
の
郡
町
村
史
編
さ
ん
で
資
料
の
悉
皆
調
査
が
で
き
て
い
な
い

篠
山
・
西
紀
地
区
（
現
在
の
市
域
の
約
六
四
％
）
で
の
資
料
収
集
を

こ
れ
か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　

２　

先
に
も
述
べ
た
が
市
立
青
山
歴
史
村
の
「
丹
波
篠
山
藩
青
山
家
古

文
書
」
は
市
史
編
さ
ん
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
資
料
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
本
格
的
な
調
査
が
必
須
だ
が
、
現
状
詳
細
な
目

録
ま
で
は
作
成
で
き
て
お
ら
ず
、
か
つ
固
着
す
る
な
ど
開
披
で
き
な

い
藩
政
日
記
な
ど
も
多
い
こ
と
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
修
復
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と（

４
）。

　

３　

近
世
に
二
〇
〇
を
超
え
る
村
・
町
が
あ
り
、
現
在
で
一
九
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
～
昭
和
二
九
年

（
一
九
五
四
）
の
町
村
区
域
）、
二
六
〇
以
上
の
自
治
会
が
あ
る
市
域

で
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　

４　

収
集
・
調
査
の
対
象
と
な
る
資
料
が
近
世
か
ら
近
代
ま
で
は
も
ち

ろ
ん
、『
兵
庫
県
史 

史
料
編 

中
世
六
』
で
は
一
冊
の
約
九
割
を
大

山
荘
が
し
め
て
い
る
こ
と
や
八
上
城
跡
の
史
跡
指
定
に
向
け
た
学
術

調
査（

５
）で

整
理
し
た
史
料
カ
ー
ド
も
三
〇
〇
枚
を
超
す
こ
と
か
ら
中
世

も
膨
大
な
資
料
数
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

　

５　

過
去
の
文
化
財
の
悉
皆
調
査
で
約
五
〇
〇
〇
点
近
い
歴
史
資
産
が

確
認
さ
れ
て
お
り（

６
）、
こ
れ
ら
を
市
史
で
ど
う
扱
う
の
か
と
い
う
こ
と
。

　

６　

歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
以
降
、
地
域
主
体
の
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
史
編
さ
ん
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
取
組
と
今
回
の
地

域
編
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
先
進
地
の

自
治
体
と
比
べ
て
地
区
数
・
自
治
会
数
も
多
い
当
市
で
、
現
在
の
計

画
期
間
・
事
務
局
体
制
で
ど
の
よ
う
な
地
域
編
を
編
さ
ん
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
。

　

７　

丹
南
町
史
編
さ
ん
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
通
史
を
二
巻
に

ま
と
め
て
刊
行
す
る
の
に
一
〇
年
近
く
か
か
っ
て
い
る
が
、
事
務
局

体
制
も
当
時
よ
り
少
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
今
回
の
事
業
期
間

一
〇
年
で
一
〇
巻
以
上
刊
行
す
る
計
画
は
非
常
に
タ
イ
ト
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　

特
に
課
題
７
に
あ
げ
た
よ
う
に
事
業
期
間
が
非
常
に
タ
イ
ト
な
こ
と
か

ら
、
課
題
解
決
の
道
筋
を
検
討
し
つ
つ
、
と
に
か
く
全
力
・
全
速
力
で
事

業
を
進
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
時
期
と
重
な
り
、
図
書
館
も
臨
時
休
館
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
様
々
な
対
面
で
の
活
動
が
制
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

令
和
元
年
度
に
作
成
し
た
計
画
案
の
通
り
進
め
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
自
治
会
長
会
で
事
業
の
説
明
を
行
い
、

資
料
調
査
等
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
上
で
各
地
域
へ
入
っ
て
い
く
計
画
に

し
て
い
た
が
、
対
面
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
資
料
所
蔵
者
に
高
齢

者
が
多
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
か
つ
市
史
編
さ
ん
事
業
自
体
が
市
民
に
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
段
階
で
も
あ
り
地
域
へ
積
極
的
に
入
っ
て
い
け
る
状
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況
下
で
は
な
い
と
判
断
し
、
資
料
収
集
活
動
に
着
手
す
る
こ
と
を
当
面
延

期
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
と
い
っ
て
立
ち
止
ま
る
余
裕
は
な
く
、
ま
ず
は

事
務
局
で
で
き
る
こ
と
を
こ
の
時
期
に
進
め
る
こ
と
に
し
、
丹
波
篠
山
に

関
す
る
様
々
な
基
礎
的
な
資
料
を
収
集
し
デ
ー
タ
化
す
る
基
礎
資
料
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
切
り
替
え
た
。
こ
れ
は
現
状
丹
波
篠
山
に
関
す
る
資

料
が
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
、
書
籍
や
論
文
な
ど
過
去
の
調
査
研
究
文
献

等
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
と
い
っ
た
編
さ
ん
の
土
台
と
な
る
基
礎
資
料

が
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け
ば
、ス
ム
ー

ズ
に
専
門
部
会
に
よ
る
本
調
査
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
基
礎
資
料
調
査
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

市
が
所
蔵
す
る
資
料
を
把
握
す
る
た
め
、
図
書
館
や
文
化
財
課
、

市
長
部
局
、
議
会
、
学
校
等
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
目
録
や
原
資

料
等
を
確
認
し
、
市
史
編
さ
ん
用
の
目
録
を
作
成
し
、
全
体
の
把
握

に
務
め
た
（
議
会
は
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
）、
学
校
は
令
和
四

年
度
（
二
〇
二
二
）
に
着
手
）。

　

２　

丹
波
篠
山
に
関
す
る
書
籍
や
論
文
な
ど
過
去
の
調
査
研
究
文
献
等

に
つ
い
て
、
図
書
館
や
文
化
財
課
の
蔵
書
を
中
心
に
リ
ス
ト
化
し
収

集
す
る
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
様
々
な

研
究
機
関
等
か
ら
論
文
等
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
神

戸
大
学
の
協
力
も
得
な
が
ら
そ
れ
ら
の
収
集
に
努
め
た
。

　

３　

ま
た
調
査
研
究
文
献
な
ど
を
把
握
し
て
い
く
内
に
、
過
去
に
様
々

な
研
究
機
関
が
市
内
の
古
文
書
調
査
を
行
っ
た
り
、
収
蔵
し
た
り
し

て
い
る
こ
と
も
把
握
で
き
た
。
ま
た
そ
う
し
た
市
外
の
研
究
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
所
蔵
情
報
が
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ

か
り
、
市
外
所
蔵
資
料
の
情
報
等
を
ま
と
め
る
作
業
を
実
施
し
た
。

　

４　

調
査
研
究
文
献
か
ら
丹
波
篠
山
に
関
す
る
古
代
か
ら
現
代
に
至
る

様
々
な
出
来
事
が
読
み
取
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
年
表
形
式
に
ま
と

め
る
作
業
を
行
っ
た
。

　

５　

図
書
館
が
所
蔵
す
る
様
々
な
資
料
を
把
握
し
て
い
く
と
一
七
世
紀

後
半
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
様
々
な
地
誌
が
編
さ
ん
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た（

７
）。

近
世
に
二
〇
〇
以
上
の
村
・
町
が
あ
る
市
域
に

お
い
て
、
各
村
・
町
の
地
理
、
歴
史
や
伝
承
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
残
念
な
が
ら

古
文
書
を
す
ら
す
ら
と
読
む
能
力
に
欠
け
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
公

刊
さ
れ
て
い
る
地
名
辞
典（

８
）か
ら
各
村
・
町
（
現
在
の
自
治
会
）
の
古

代
か
ら
現
代
に
い
た
る
変
遷
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
（
地
名
辞

典
か
ら
の
整
理
は
令
和
三
年
度
か
ら
着
手
）。

　

二
年
度
は
、
こ
う
し
た
基
礎
資
料
調
査
を
中
心
に
進
め
な
が
ら
、
年
度

後
半
か
ら
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特
命
助
教
一
名
の
派
遣
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
事
務
局
に
古
文
書
の
解
読
に
長
け
た
会
計
年

度
任
用
職
員
一
名
が
採
用
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
員
的
に
十
分
な
体
制

と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
以
降
資
料
整
理
・
調
査
に
も
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
と
事
務
局
の
人
員
体
制
上
の
問
題
に
よ
り
整
理
・
調
査
数
に

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
地
域
に
入
っ
て
資
料
調

査
を
行
う
こ
と
は
控
え
つ
つ
も
、
ま
ず
資
料
情
報
提
供
の
呼
び
か
け
チ
ラ

シ
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
呼
び
か
け
、
文
化
財
課
を
始
め
と
す

る
庁
内
関
係
部
署
と
の
情
報
共
有
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
徐
々
に
市
民
か
ら
資
料
に
関
す
る
情
報
提
供
や
寄
付
・
貸

出
の
申
出
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
元
々
市
民
の
方
々
が
資

料
に
関
し
て
高
い
意
識
と
探
究
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
に
よ
り
自
宅
や
実
家
の
整
理
を
行
う
時
期
と
市
史
編
さ
ん
時
期
と
が

ち
ょ
う
ど
合
致
し
た
こ
と
に
も
要
因
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
寄
付
・
借
用
資
料
や
図
書
館
・
文
化
財
課
所
蔵
資
料
を
中
心

に
整
理
・
調
査
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
借
用
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
所
蔵
者
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
が

大
半
で
あ
り
、
ま
た
所
蔵
者
と
資
料
と
が
離
れ
る
期
間
が
長
く
な
る
の
は

望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
ま
り
長
期
間
の
借
用
に

な
ら
な
い
よ
う
に
手
持
ち
の
整
理
待
ち
資
料
数
を
勘
案
し
な
が
ら
、
所
蔵

者
と
相
談
の
上
借
用
期
間
を
決
め
て
い
る
。
ま
た
、
所
蔵
者
か
ら
資
料
を

借
用
・
返
却
す
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
神
戸
大
学
の
特
命
助
教
に
も
同

席
し
て
も
ら
い
、
所
蔵
者
に
資
料
の
特
徴
や
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
所
蔵
者
に
安
心
・
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
資
料
の
整
理
と
し
て
は
、
原
位
置
の
記
録
・
清
掃
・
採

番
・
目
録
作
成
・
写
真
撮
影
・
翻
刻
（
重
要
資
料
の
み
）
を
行
い
、
当
た

り
前
の
こ
と
だ
が
で
き
る
限
り
当
初
借
用
期
間
内
で
の
返
却
に
努
め
て
い

る
。
返
却
時
に
は
そ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
た
全
体
概
要
と
特
筆
す
べ

き
事
柄
な
ど
を
説
明
し
、
目
録
と
写
真
デ
ー
タ
の
提
供
、
さ
ら
に
今
後
の

保
管
方
法
な
ど
も
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
借
用
時
と
返
却
時

に
所
蔵
者
か
ら
資
料
等
の
由
来
や
整
理
時
に
出
て
き
た
疑
問
点
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
記
録
簿
と
し
て
残
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
数
十
年
後
の
担
当
者
が
再
調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
れ
ば
必
要

に
な
る
デ
ー
タ
と
考
え
、
意
識
的
に
残
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
丹
南
町
史
編
さ
ん
資
料
の
整
理
作
業
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
図
書
館
利
用
休
止
期
間
が
終

わ
っ
た
六
月
か
ら
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
旧
町
史
編
さ
ん
資
料

の
整
理
作
業
も
徐
々
に
元
通
り
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
当
初
開
催
予
定
時
期
よ
り
遅
れ
た
が
各
委
員
の
協
力
を
得
て
、
八

月
に
編
さ
ん
委
員
会
を
開
催
し
、「
丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
」

を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
十
一
月
に
通
史
編
専
門
委
員
会
及
び
地
域
編
専
門

委
員
会
を
開
催
し
、
具
体
的
な
調
査
・
編
集
方
針
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
令
和
三
年
度
か
ら
七
つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
具
体
的
に
調
査

を
進
め
る
計
画
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
急
遽
市
が
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て

全
体
計
画
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
専
門
部
会
の
設
置
を
四

年
度
に
見
送
る
こ
と
に
な
り
、
各
委
員
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
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（
三
）
令
和
三
年
度
の
取
組
～
再
検
討
と
再
出
発
～

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
令
和
三
年
度
は
、
市
内
部
、
各
委
員
と
全
体
計
画

の
再
検
討
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
。
ま
た
基
礎
資
料
調
査
と
寄
付
・
借

用
資
料
等
の
整
理
・
調
査
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
明
治
以
降
の

旧
町
村
の
議
会
関
係
資
料
の
現
況
確
認
を
行
っ
た
。

　

三
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
を
し
な
が

ら
市
民
へ
の
事
業
の
周
知
啓
発
、
資
料
調
査
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
自
治
会
長
会
で
事
業
説
明
・
協
力
依
頼
な
ど
を
行
う
と
共
に
市
広

報
紙
に
資
料
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
以
降
市
民
か

ら
定
期
的
に
情
報
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
資
料
の
寄
付
、
借
用
が
増

え
出
し
た
。
特
に
五
月
に
は
文
化
財
課
か
ら
情
報
を
受
け
、
近
世
に
畑
組

大
庄
屋
を
務
め
た
石
田
家
か
ら
約
四
一
〇
〇
点
、
九
月
・
十
二
月
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
て
市
外
の
方
か
ら
近
世
の
武
術
関
係
資
料
の
寄
付
の

申
出
を
受
け
た
。
ま
た
個
人
・
自
治
会
か
ら
数
百
か
ら
数
千
点
に
の
ぼ
る

所
蔵
資
料
の
貸
出
の
申
出
を
受
け
た
。

　

二
月
に
は
編
さ
ん
委
員
会
、
通
史
編
専
門
委
員
会
、
地
域
編
専
門
委
員

会
の
合
同
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
全
体
計
画
に
つ
い
て
当
初
計
画
に

沿
っ
て
四
年
度
か
ら
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
年
遅
れ
で
の
専
門
部

会
の
設
置
も
決
定
し
た
。

（
四
）
令
和
四
年
度
の
取
組
～
専
門
部
会
の
設
置
と
市
民
へ
周
知
啓
発
～

　

そ
し
て
令
和
四
年
度
は
、
よ
う
や
く
八
月
に
七
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
、
年
一
～
二
回
の
会
議
を
開
催
し
、
編
さ
ん
に
向
け
た
調
査
計
画
や
資

料
の
把
握
・
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
事
務
局
の
職
員
体
制
も
会

計
年
度
任
用
職
員
が
一
名
増
員
さ
れ
、
引
き
続
き
基
礎
資
料
調
査
と
寄

付
・
借
用
資
料
等
の
整
理
・
調
査
を
実
施
す
る
と
共
に
、
市
内
に
一
四
あ

る
全
小
学
校
を
訪
問
し
、
明
治
以
降
の
学
校
沿
革
誌
の
全
丁
撮
影
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
「
市
史
編
さ
ん
便
り
」
の
発
行
や
「
資
料
ミ
ニ
展
示
」「
調

査
報
告
会
」
な
ど
本
格
的
に
市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
も
取
り
組
ん
だ
。
特

に
一
月
下
旬
の
市
広
報
紙
に
挟
み
込
み
全
戸
配
布
し
た
「
市
史
編
さ
ん
便

り
」
第
一
号
の
反
響
は
大
き
く
、
発
行
以
降
ほ
ぼ
毎
週
何
ら
か
の
資
料
情

報
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
寄
付
・
借
用
資
料
も
次
々
と
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
変
う
れ
し
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
事
務
局
の
体
制
が
そ

れ
に
追
い
つ
か
ず
、
未
整
理
資
料
が
ど
ん
ど
ん
積
み
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
見
る
に
見
か
ね
て
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
二
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
長
年
に
亘
っ
て
丹
南
町
史
編
さ
ん
資
料
の

整
理
を
進
め
ら
れ
て
い
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
そ
れ
に
一
旦
区
切
り
を
付
け
、

「
今
急
ぎ
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
市
史
編
さ
ん
収
集
資
料
の
整
理
作
業

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
は
市
史
編
さ
ん
収
集
資
料
を
中
心

に
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
興
味
関
心
の
あ
る
資
料
群
を
担
当
し
、
得
意
な
分
野
で
資
料
の
整
理
作
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業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
資
料
整
理
の
ス
ピ
ー
ド
が
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
、
市
史
編
さ
ん
を
進
め
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

と
な
っ
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。
今
後
も

さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
六
月
に
は
郷
土
史
研
究
者
な
ど
の
有
志
の
グ
ル
ー
プ
「
丹
波
篠
山

文
化
顕
彰
会（

９
）」

が
発
足
し
、
以
降
二
ヶ
月
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
を
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
で
き
だ
け
参
加
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
資
料
整
理
・
調
査
の
実
務
を
担
っ
て
い
る
会
計
年

度
任
用
職
員
は
丹
波
篠
山
市
部
落
史
研
究
委
員
会
委
員

（
（1
（

を
務
め
た
り
、
中

央
公
民
館
主
催
の
古
文
書
講
座
に
も
参
加
し
た
り
と
、
関
係
団
体
・
部
署

と
の
連
携
を
深
め
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
資
料
調
査
へ
の

協
力
や
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
新
規
加
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
五
）
令
和
五
年
度
の
取
組
～
現
在
～

　

現
在
、
令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
に
入
り
、
事
務
局
も
市
史
編
さ
ん

係
か
ら
市
史
編
さ
ん
室
と
な
り
、
職
員
体
制
も
係
長
職
一
名
、
会
計
年
度

任
用
職
員
一
名
が
増
員
さ
れ
た
。

　

各
専
門
部
会
で
は
具
体
的
な
調
査
や
編
集
方
針
な
ど
の
協
議
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
資
料
調
査
は
引
き
続
き
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
も
得

な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
は
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
資
料
の
収
集
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
市
民
か
ら
ほ
ぼ
毎
週

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度※ 計

把握点数 0 43,000 36,000 10,037 12,154 101,191
写真撮影枚数 0 142,000 102,819 47,024 291,843
市民等提供者数 0 10 21 48 18 97
　（内寄付者数） 0 6 8 13 8 35
市民等提供資料数 0 1,006 6,374 4,032 349 11,761
　（内寄付資料数） 0 983 4,308 1,325 215 6,831

調査研究文献等点数 0 2,550 450 343 148 3,491
年表記載項目数 0 3,471 3,493 12 0 6,976

登録人数 13 16 15 17 17 －
活動回数 未集計 46 55 40 22 163
活動延べ人数 未集計 206 258 204 77 745

編さん委員会開催数 0 2 1 1 0 4
専門委員会開催数 0 2 2 1 1 6
部会開催数（7部会） 0 0 0 13 5 18

中央図書館 市史編纂担当 市史編纂担当 市史編さん係 市史編さん係 市史編さん室 －
　館長（兼務） 1 1 1 1 1 －
　館長補佐（兼務） 1 －
　再任用職員（兼務） 1 1 －
　係長（室長） 1 1 1 2 －
　会計年度任用職員 1 1 1 2 3 －
　神戸大学派遣 1 1 1 －

※令和5年度は6月までの状況

サポー
ター

事務局
体制

資料等

表　資料収集・調査等一覧

I . 
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の
よ
う
に
何
ら
か
の
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
民
か
ら
市
史

編
さ
ん
室
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
日
々
新
た
な
多
く

の
方
々
と
資
料
に
出
会
え
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

さ
い
ご
に

　

以
上
、
担
当
者
か
ら
見
た
丹
波
篠
山
市
史
編
さ
ん
事
業
の
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
っ
て
き
た
。
前
項
ま
で
に
あ
げ
た
様
々
な
課
題
は
、
予
算
や
期
間

の
問
題
を
依
然
と
し
て
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
着
手

し
な
け
れ
ば
、
決
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
が
、
幸
い
に
し
て
多
く
の
市
民
や

サ
ポ
ー
タ
ー
、
専
門
家
の
温
か
い
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
市
史
編
さ
ん
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
は
、
こ
れ

ら
長
年
の
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
前
向
き

に
考
え
、
今
後
も
多
く
の
方
々
と
連
携
し
、
課
題
を
少
し
ず
つ
解
決
し
な

が
ら
、
編
さ
ん
後
の
姿
も
見
据
え
た
人
材
育
成
と
資
料
の
保
存
活
用
方
策

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

註（
１
） 

個
々
の
取
組
は
次
を
参
照
。『
城
下
町
篠
山
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ゆ
み 

重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
一
〇
周
年
記
念
誌
』
篠
山
市
、
篠
山
市
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
四
、『
史
跡
篠
山
城
跡
整
備
基
本
計
画
』
篠
山
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
九
、『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
一
〇
周
年
記
念
誌 

宿
場

町
・
農
村
集
落 

福
住 

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ゆ
み
』
丹
波
篠
山
市
・
丹
波
篠
山
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
二
三

（
２
） 「「
歴
史
資
産
」
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
」『
丹
波
篠
山
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
』
丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二

（
３
） 

井
上
勝
盛
「
篠
山
市
立
中
央
図
書
館
地
域
資
料
整
理
に
向
け
て
―
地
域
資
料

整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
と
活
動
」『
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
【
地
域
・
大
学
・
文
化
】』
六
、

二
〇
一
四

（
４
） 

畑
治
男
「
篠
山
藩
史
料
の
紹
介
―
公
開
中
の
青
山
歴
史
村
所
蔵
史
料
―
」『
兵

庫
県
の
歴
史
』
二
八
、一
九
九
二

（
５
） 『
八
上
城
・
法
光
寺
城
跡
調
査
報
告
書
』
篠
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三

（
６
） 「
丹
波
篠
山
市
の
「
歴
史
資
産
」」『
丹
波
篠
山
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』

丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二

（
７
） 「
多
紀
の
郷
土
に
関
す
る
著
書
」『
篠
山
通
報　

大
正
五
年
九
月
二
五
日
』
篠

山
通
報
社
、
一
九
一
六
、「
地
誌
か
ら
見
る
知
井
」『
令
和
三
年
度
秋
季
特
別

展　

森
と
共
に
生
き
る
～
知
井
地
区
を
中
心
に
～
』
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
、

二
〇
二
一

（
８
） 『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
二
八 

兵
庫
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
、『
日
本
歴
史

地
名
大
系
二
九
巻
Ⅰ　

兵
庫
県
の
地
名
Ⅰ
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一

（
９
） 

今
井
進
「
多
紀
文
化
顕
彰
会
の
歩
み
を
継
承
す
る
」『
放
光
―
二
〇
二
二
年
六

月
―
』
第
一
号
、
二
〇
二
二

（
10
） 

今
井
進
「「
西
誓
寺
文
書
」
を
中
心
と
し
た
部
落
史
研
究
会
さ
さ
や
ま
の
活
動
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
七
五
号
、
二
〇
一
九


